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報 告 書 

 

 

平成３０年度 

～ ずく出せ大町 みんなが主役 ～ 

第９回 

市民参加と協働のまちづくりフォーラム 

「世代をこえて つながろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大町市 
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日 時 

平成 30年 12月 15 日（土） 

13：00開会  16：30閉会 

 

会 場 

サン・アルプス大町 ２階「大会議室」 

 

趣 旨 

まちづくりは身近でできることから始め 

る実践活動の積み重ねが大切であり、現在、 

大町市が取り組んでいる「市民参加と協働のまちづくり」は、市民の皆さんの

主体的な取り組みと行政の力がタイアップすることにより、より高い成果を目

指すものです。 

このフォーラムは、まちづくりに係わる人々が一堂に集い、互いの思いを知

り、意見交換を行う中で、まちづくりの気運を高めるとともに、きらり輝く大

町の創造に向かい、様々な世代の方、団体等関係者が協働してまちづくりを推

進していくための機会です。 
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主 催 

大町市    主管：まちづくり交流課 市民活動サポートセンター 

協力：ＮＰＯ法人ぐるったネットワーク大町 

 

参加者数 

約 120名 

市民活動団体の関係者、自治会長、中学生、岳陽高校生、学校教諭、 

ＰＴＡ役員、学校支援コーディネーター、行政職員など 

 

日 程 

13：00  開 会 

13：15 ―14：20【第１部】 市内中学生による地域学習の発表 

◇仁科台中学校  ◇第一中学校 

◇八坂中学校   ◇美麻小中学校 

14：35 ―16：05【第 2部】 ミニワークショップ 

１０テーブルに分かれ、まちづくりについて 

グループトークを行いました。 

16：05 ―16：30 グループ発表 

16：30  閉 会 

 

会場展示 

○平成 29年度「第８回市民参加と協働の 

まちづくりフォーラム」報告展 

○地域学習の成果 【第一中学校】【八坂中学校】 

○市民活動サポートセンター登録団体紹介 

○花づくり活動団体紹介 

○つながる掲示板 

○信州花フェスタ 2019 
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第１部 市内中学生による地域学習の発表 

市内中学校では、現行学習指導要領で位置づけられている「総合的な学習の

時間」を使って地域学習に取り組んでいます。第一部では、各中学校の生徒の

皆さんに学習の取り組み内容や成果を発表していただきました。 

 

進 行 

ＮＰＯ法人ぐるったネットワーク大町 

 

発表者 

各中学校から代表班が発表 

 

発表時間 

１校につき 20分以内 

 

 

市内４校の中学生による地域学習の記録 

「大町の未来をつくるⅢ」 

この冊子は、各中学校が取り組んでいる地域学習について、学習の目標や体系、生

徒の具体的な学習内容などがまとめられています。学校と地域のつながりによる学習

を通して、中学生が地域の魅力や課題に気付き、できる 

ことから実践しようとする様子が掲載されています。 

 

作成：特定非営利活動法人 ぐるったネットワーク大町 

発行：2018年 12 月 15日 

配布場所：NPO 法人ぐるったネットワーク大町 

大町市役所市民活動サポートセンター 

※平成２８年度版「大町の未来をつくる」及び 

平成２９年度版「大町の未来をつくるⅡ」も 

ありますので、お声がけください。 
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仁科台中学校   発表：３学年代表 

≪タイトル≫ 

地域と共に生きる・・・テーマ「地域への恩返し」 

 

≪内 容≫ 

大町市 PR隊として、５つの講座に分かれて活動した。 

・自然 ・観光 ・歴史 ・食 ・ボランティア ・信州花フェスタ 

この内、３つの講座の取り組みを発表。 

 

◇自然講座 

～Google Map ストリートビューを活用した地域情報の発信～ 

大町市には美しくおいしい水が豊富にある。 

世間の人たちにはあまり知られていないかもしれない… 

⇒Google Map のストリートビューを使って、大町市の水をＰＲ。 

360度カメラで撮影した写真をアップした。 

 

◇観光講座 ＣＭチーム 

大町市の自然の様子を撮影し、それを活かした約 30秒の大町市のＰＲＣＭ

を２バージョン作成。会場にて放映。 

⇒１本目は自然そのままの姿を伝えることを意識して撮影。 

⇒２本目は、大町市の観光パンフレットに載っている写真の角度と同じ角度で

撮影。 

 

◇花フェスタ講座 

各グループの取り組みを紹介 

①チラシ作り 

②ハーバリウム作り 

③おかし作り 

④しおり作り 

⑤プランター作り 

⑥仁中花壇の紹介 

⑦花を写真に納めよう 

⑧HP掲載 

⑨風景画 
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第一中学校   発表：３学年（２グループ） 

≪タイトル≫ 

未来の大町プロジェクト 

～考えようこれからの大町 自分たちにできること～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪内 容≫ 

◇ＡＣＴ１：大町の魅力を知る＜パフォーマンス課題＞ 

大町市職員となり、大町を訪れたくなるような観光紹介をする。 

⇒３学年のアンケート結果から導いた大町の魅力を伝える５つのテーマの中

から「食べ物が美味しい大町を伝える」 

⇒扇沢秋の味覚祭りにて、大町産のりんごや雷鳥の里を売るお手伝いをした

り、自分たちで作った特産品を使ったレシピを配る。 

 

◇ＡＣＴ２：現状を知り、できることを考える＜パフォーマンス課題＞ 

東京から来た地域おこし協力隊となり、現状把握とできることを探す。 

⇒３学年のアンケートの結果から導いた五つの現状把握の切り口の中から

「少子高齢化が進む大町」 

⇒少子高齢化について市民にアンケートを実施して分析。 

 

◇ＡＣＴ３：自分たちにできることを実行する＜パフォーマンス課題＞ 

大町市職員（ＡＣＴ１）となり、地域おこし協力隊員（ＡＣＴ２）と一緒に

プロジェクトを企画・実行する。 

⇒取り組み事例① 

お年寄りから教わった昔の遊びや食べ物について、幼稚園児と一緒に遊んだ

り、クイズなどをして、高齢者と子どもをつなげた。 

⇒取り組み事例② 

病児保育充実のため、不用品を集めてふれあい広場でフリーマーケットを出

店。市に売り上げを寄付し、集めた署名を渡した。 
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八坂中学校   発表：１学年・２学年代表 

≪タイトル≫ 

八坂いいとこ探し隊  ～現在のよさと未来構想～ 

 

≪内 容≫ 

八坂のいいところを探して、大勢の人に発信し八坂の良さを知ってもらう。 

そうずれば八坂が活気づき、勢いのある地域に変われるのではないか。 

⇒まずは地域に出て、歩いてみよう、話してみよう。 

 

◇訪問・調査 

・プルーン ・八坂かるたと発信 ・大滝の整備について考える 

・覚音寺の歴史と未来 ・城ヶ峰復活に向けて 

 

◇未来の八坂 

八坂の現状を踏まえて、未来を描く（構想する） 

１ 診療所 高齢者が安心して暮らせる 

２ 気軽に歩ける山道 

３ 金熊３３番札所 

４ バス停 

５ 害獣対策 総合の時間鳥獣対策班 

６ 八坂かるたや八坂音頭 

７ 八坂大滝 大姥山等 歴史や伝説遺産 

８ 文化イベント スポーツイベント 

９ 格安の長期滞在保養施設やキャンプ場 

10 日用品を買うスーパー 
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美麻小中学校  発表：８学年代表 

 

≪タイトル≫ 

◇つながれ！美麻のお店 

◇僕たちが残したい美麻の軌跡 

 

 

 

 

 

 

≪内 容≫ 

◇つながれ！美麻のお店 

“美麻ブランド”美麻の商品をブランドとしてうっていきたい。 

⇒ブランドについて学ぶ＜ブランド化の二つの方法＞ 

① 認定制（自分たちが条件を決める）…私たちにそんな権利はない。 

② すべての賞品をブランド化…個性がつぶれる。ブランドの価値とは？ 

自分たちのねらいは「お店をつなぐこと」。 

⇒スタンプカード（美麻のお店共通の）を構想。 

① 地区内のお店を調査 

② 既に行われていた似た取り組み 

スタンプカードにはたくさんの課題がある。 

⇒今後の取り組み（視野を広げて） 

① ＭＡＰ×コメントノート 

② 美麻市を盛り上げる 

 

◇僕たちが残したい美麻の軌跡 

たくさんのお年寄りの方の話を聞いた中で、“今しか聞けない話”や“伝え

なければならないこと”がある。 

⇒自分たちの思いをフリーペーパーの形にして伝えたい。 

① 戦争（戦争体験と戦時中の美麻の生活） 

② 昔の狩り（お年寄りの方の子供の頃の経験など） 

③ 金婚式（お祝いの言葉や絆を確かめるクイズなどでお祝い） 

⇒今後の取り組み（美麻の未来を考える） 

今までの５０年とこれからの５０年をまとめる。 

「新たな美麻の１００年誌」をフリーペーパーとして発行。 
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グランドルール 

① 自分の意見は素直に！恥ずかし

がらずに言いましょう。 

② 発言は２分以内！みんなが話せ

るようにしましょう。 

③ 自分の意見だけでなく、周りの話

しに応えましょう！ 

④ 前向きに捉える！共感は積極的

に伝えましょう。 

⑤ 主語は「私」。自分ならどうする

か考えましょう！ 

第２部 ミニワークショップ 

第２部では、参加者が１０テーブルに分かれて、活力ある魅力あふれる大町

とするため、これからのまちづくりについてグループトークを行いました。 

このミニワークショップの目的は、結論を出すものではなく、世代や立場を

超えて意見交換を行い、参加者それぞれがこれからの活動に向けた新たな発見

や思いを得ていただくことです。 

 

話し合いのテーマ 

中学生の皆さんの発表に関連した５つのテーマを設定しました。それぞれの

テーブルでは、この中から抽選で決まった一つのテーマについてグループトー

クを行いました。 

◇自然を活かすまちづくり 

◇歴史、文化を活かすまちづくり 

◇食、特産品を活かすまちづくり 

◇人のつながりを活かすまちづくり 

◇子どもを活かすまちづくり 

 

進め方 

（１） 進行とグランドルールの説明 

（２） くじ引き代表者決めアイスブレイク 

（３） テーマ抽選 

（２）で決まった代表者が壇上にてくじ引きを行い、各テーブルの話し

合いのテーマを抽選しました。 

（４） 連想ワードの書き出しワーク 

抽選で決まったテーマから思いつく言葉を付箋に書き出しました。 

（５） 自己紹介 

（６） グループトーク（意見交換） 

（４）で書き出した連想ワードをきっかけに意見交換しました。 

（７） 「私のまとめ」 

参加者それぞれから感想などをテーブル内で発表してもらいました。 

 

グループ発表 

各テーブルで出た意見を全体に発表し、思いやアイディアを共有しました。
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グループ№３ 自然を活かすまちづくり     司会者：傘木・畠山 
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グループ№１０ 自然を活かすまちづくり   司会者：松澤・降籏（玄） 
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グループ№７ 歴史、文化を活かすまちづくり 司会者：丸山・高橋 
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グループ№９ 歴史、文化を活かすまちづくり  司会者：遠北・松倉 
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どのグループも世代をこえて、活発に話し合いました 
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グループ№２ 食、特産品を活かすまちづくり  司会者：杉田・原田 
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グループ№６ 食、特産品を活かすまちづくり  司会者：遠藤・北澤 
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グループ№５ 人のつながりを活かすまちづくり 司会者：荒井・若林 
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グループ№８人のつながりを活かすまちづくり 司会者：内山(雄)･内山(拳) 
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グループ№１  子どもを活かすまちづくり   司会者：遠山・本郷 
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グループ№４ 子どもを活かすまちづくり  司会者：降籏（渉）・平林 
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アンケート結果 【参加者約 120人中 回答 44人】（回答率 37％） 

●年齢 

10代 12人(27%)   30代 4人(9%)   40代   6人(14%) 

50代 8人(18%)   60代 10人(23%)   70代以上 4人(9%) 

 

●性別 

男性 31人(70％)    女性 13人(30％) 

 

●フォーラムに参加していかがでしたか 

満足 34人(77％)    まあまあ満足 10人(23％) 

どちらでもない・まあまあ不満・不満…0人 

 

●感想（抜粋） 

中学生・高校生 

・違う学校の発表を聞いて、見方や考え方が違ったりしてとても楽しかった。 

・いろいろな学校、世代の方からお話を聞き、私たちだけでは出なかった意見を知るこ

とができてよかった。 

・意見を共有することで、新たな発見があった。 

・他校での学習の報告を聞いて、自分たちが知らない大町の良さを知ることができた。 

・年齢層により考え方や想いが違っていて、とてもよい刺激になった。 

 

他の世代 

・多くの世代、市内の他地域の人の話が共有できとてもよかった。 

・中学生の皆さんにとって、実際に地域に出て発表をし、フィードバックをもらえる機

会はとても貴重だと感じた。中学生に限らず、高校生も巻き込んでいきたい。若い子

たちの新しい発想やパワーを地域課題につなげていけるようにしたい。 

・大町の魅力も再認識でき、本物を体験できるまちづくりをこれからも頑張っていきた

いと感じた。 

・中学生の発表がアイディアに富んでいて素晴らしかった。世代間の話し合いが新鮮。 

・こういう場で出てきたアイディアを大事にしてほしい。 

・中学生ならではの視点がとてもよかった。若い人の意見をもっと聞きたい。中高生の

参加がもっと増えてくれるとうれしい。 

・日頃会えない若い人やアーティストと話ができた。新鮮。 

・中学生たちがしっかりした視点でまちづくりを考えているのが印象的だった。 

・各中学生が一所懸命やっていることがわかった。もっと PR したほうがいいと思う。 

・中学生にはこれからも地域への関心を持ち続け、愛着や誇りにつなげてほしいと思っ

た。第 2部の意見交換は、じっくりできて盛り上がった。 


